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事務事業評価 令和元年度実績あ

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 40 40 目標値 4 18

 ( R1 ～ R3 ) 実績値 46 － 実績値 3 －

 [人] 達成率 115.0% － [市町村] 達成率 75.0% －

 目標値 10 5

実績値 15 －

[回] 達成率 150.0% －

令和元年度 令和 2 年度 目標値

4,763 4,988 実績値

4,399 － 達成率

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 150 150 150 目標値 16 18 18

 ( H28 ～ ) 実績値 180 183 － 実績値 15 16 －

 [人] 達成率 120.0% 122.0% － [市町村] 達成率 93.8% 88.9% －

 目標値 1 2 2

実績値 1 1 －

[回] 達成率 100.0% 50.0% －

令和元年度 令和 2 年度 目標値 1,000 1,000

11,695 13,056 実績値 1,241 －

11,062 － [社] 達成率 124.1% －

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 1 目標値 10

 ( H27 ～ R1 ) 実績値 1 実績値 10

 [施設] 達成率 100.0% [人] 達成率 100.0%

 目標値 1

実績値 1

[施設] 達成率 100.0%

令和元年度 令和 2 年度 目標値 80 80

3,253 実績値 195 159

2,251 [人] 達成率 243.8% 198.8%

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 10 10 10 目標値 6 6 6

 ( S58 ～ ) 実績値 13 14 － 実績値 8 11 －

 [件] 達成率 130.0% 140.0% － [市町村] 達成率 133.3% 183.3% －

 目標値

実績値

達成率

令和元年度 令和 2 年度 目標値

2,272 2,986 実績値

2,162 － 達成率

Ｃ

Ａ

Ａ

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

1

親なきあと支援体制構築事業

平成 30年度

親なきあと相談員の養成数 市町村での地域生活
支援拠点等整備障害福祉課

　障がい者の「親なきあと」を見据え、障がい
者が引き続き地域で生活できる環境を整えるた
め、相談員の養成等を実施する。

アドバイザーの派遣回数 事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　親なきあと相談員の養成や、市町村での地域生活支援拠点等整備を促進するた
めのアドバイザー派遣により、障がい者の生活を地域全体で支えるサービス体制
の構築を進めた。
　引き続き、相談員の養成やアドバイザー派遣を行い、各市町村及び圏域での地
域生活支援拠点等の整備を進める。

区分

①相談支援専門員等を対象と
　した専門研修の開催
　　　　　　　　　　 4,159

②体制づくりのためのアドバ
  イザー派遣
                       604

Ｄ

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

2

障がい者差別解消・権利擁護推進事業

平成 30年度

予算

決算

虐待防止研修参加者数 障害者差別解消法に基づ
く職員対応要領の制定市
町村障害者社会参加推進室

　「障がいのある人もない人も心豊かに暮らせ
る大分県づくり条例」に基づき、障がい者に対
する差別の解消と権利擁護の推進を図るため、
必要な相談体制等を整備する。

障がい者差別解消支援地域
協議会の開催回数

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　障害者差別解消法及び県条例の普及啓発と障がいへの理解を深めるため、企
業・団体を対象とした出前講座を19回開催するとともに、障がいを理由とした差
別の相談窓口である「大分県障がい者差別解消・権利擁護推進センター」の相談
員に経験豊富な職員を配置するなど機能強化を図った。
　来年度は、障がいへの理解を深める取組を引き続き実施するとともに、「ヘル
プマーク」を導入するなど、共生社会の実現に向けた取組を推進する。

区分

①障がい者差別解消・権利擁
　護推進センターの相談体制
　強化
　　　　　　　　　　 6,888
②企業・団体向けの出前講座
　開催
　　　　　　　　　　 2,517
③遠隔手話通訳の推進
　　　　　　　　　　　 803

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

3

歯科医療介護連携推進事業

平成 30年度

障がい者雇用アドバイザー
の重点訪問数予算 8,165

決算 7,696

機器整備補助施設数

1,247

決算 1,247

障がい児者歯科協力
歯科医師数健康づくり支援課

　地域の医療従事者、医療施設の確保及び有効
活用を図り、地域に必要な歯科医療を確保する
ため、歯科医療従事者の資質の向上と施設及び
設備整備を行うとともに、県民に対して口腔保
健に関する普及啓発を行う。

機器整備補助施設数 事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　本事業は、地域医療介護総合確保基金等を活用した障がい児者、在宅歯科医療
等を中心とした補助事業であるが、障がい児者の歯科診療については研修に参加
する歯科医療関係者も多く、高次障がい者歯科医療機関を活用した実地研修に参
加した歯科医師数も目標に達している。
　令和2年度からは、障がい者歯科医療の核となる高次障がい者歯科医療機関の支
援を中心とした「障がい者等歯科医療推進事業」を実施する。

区分

①在宅歯科診療設備・訪問歯
　科診療用機器の整備
　　　　　　　　　   1,282

②歯科技工士人材育成のため
　実習用最新機器の整備
　　　　　　　　　　 1,200

③障がい者（児）歯科医療関
　係者に対する研修会開催
　　　　　　　　　　   771

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

4

在宅重度障がい者住宅改造助成事業

平成 30年度

研修参加者数

予算

予算 2,986

決算 1,866

区分

①住宅設備の改造経費の助成
             　　　　2,272

助成交付件数 助成実施市町村数

障害福祉課

  障がい者の生活環境整備、地域移行促進のた
め、在宅の重度障がい者（児）又はその障がい
者と同居する者が、住宅設備をその障がい者に
適するよう改造する経費を支援する市町村に対
し、市町村補助額の2分の1を助成する。

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　当該事業の周知により、助成実施市町村数が増加し、併せて交付件数も伸び
た。
　引き続き、住宅設備の改善が必要な障がい者に対し助成を行い、生活環境整備
及び地域移行を促進する。
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事務事業評価 令和元年度実績あ

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 3 3 3 目標値 40 40 45

 ( H27 ～ R3 ) 実績値 3 3 － 実績値 32 39 －

 [件] 達成率 100.0% 100.0% － [件] 達成率 80.0% 97.5% －

 目標値 3 3 －

実績値 3 5 －

[件] 達成率 100.0% 166.7% －

令和元年度 令和 2 年度 目標値 10 10 10

9,217 8,721 実績値 7 10 －

6,106 － [件] 達成率 70.0% 100.0% －

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 5 5 目標値 18 18

 ( R1 ～ R3 ) 実績値 7 － 実績値 18 －

 [施設] 達成率 140.0% － [市町村] 達成率 100.0% －

 目標値 100 100

実績値 164 －

[人] 達成率 164.0% －

令和元年度 令和 2 年度 目標値 3 5

31,025 32,024 実績値 4 －

30,843 － [回] 達成率 133.3% －

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 3 3 3 目標値 2,300 2,300 2,300

 ( S56 ～ ) 実績値 3 3 － 実績値 2,300 2,300 －

 [回] 達成率 100.0% 100.0% － [人] 達成率 100.0% 100.0% －

 目標値

実績値

達成率

令和元年度 令和 2 年度 目標値

25,000 69,260 実績値

25,000 － 達成率

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 6 6 目標値 12 12

 ( H30 ～ R1 ) 実績値 7 7 実績値 31 35

 [人] 達成率 116.7% 116.7% [大会] 達成率 258.3% 291.7%

 目標値

実績値

達成率

令和元年度 令和 2 年度 目標値

2,100 実績値

2,100 達成率

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

5

精神障がい者地域移行・定着体制整備事業

平成 30年度

連絡調整専門員による退院
支援件数

地域移行支援・地域定着
支援サービスの利用件数

障害福祉課

　地域での相談支援体制強化のため、連絡調整
専門員の配置や、相談支援事業所にアドバイ
ザーを派遣し、支援関係者のスキルアップを図
る。意見交換等を実施し、長期入院者の退院促
進を個別に支援する体制を構築する。

長期入院者の退院支援件数 事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　連絡調整専門員の配置や相談支援事業所へのアドバイザー派遣により、精神障
がい者の地域での相談支援体制の強化を図るとともに、長期入院者の地域移行推
進に向けた個別の支援体制の構築を図った。
　引き続き、地域移行支援の実施主体である相談支援事業所のスキルの向上のた
め、連絡調整専門員や専門性の高い相談支援専門員による支援を行うなど、地域
移行サービス利用を促進する。

区分

①退院後支援計画の作成等
　　　　　　　　　　 2,376
②連絡調整専門員の配置
　　　　　　　　　　 2,360
③病院連絡会の実施
　　　　　　　　　　 1,588

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

6

障がい者芸術推進体制整備事業

平成 30年度

相談支援専門員の派遣

予算 3,129

決算 2,753

出張オープンアトリエの開
催施設数

障がい者アートを実
施する市町村数障害者社会参加推進室

　全国障害者芸術・文化祭の開催を契機とした
障がい者の芸術文化活動を継続・発展させるた
め、福祉事業所等に対する相談支援や芸術文化
活動の発表・鑑賞機会の提供等を行う体制を整
備する。

障がい者アートアシスト研
修延べ受講者数

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　「おおいた障がい者芸術文化支援センター」を11月に開所し、創造・発表・鑑
賞の機会の提供や人材育成、創作等に関する各種相談対応を行ったほか、企画展
を県立美術館で開催し、4,832人が観覧した。また、障がい者芸術文化施策の基本
方針となる「県障がい者芸術文化推進基本計画」を策定した。
　来年度は、センター機能の充実を引き続き図るとともに、新たに舞台芸術の取
組を促進していく。

区分

①おおいた障がい者芸術文化
　支援センターの設置
　　　　　　　　　　30,244
②大分県障がい者芸術文化推
　進基本計画の策定
　　　　　　　　　　　 781

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

7

国際車いすマラソン大会開催事業

平成 30年度

作品等の発掘調査回数

予算

決算

協力者説明会実施回数 参加者数（登録選手数
＋ボランティア数）

障害者社会参加推進室

第39回大分国際車いすマラソン
開催日：令和元年11月16日(土)～17日(日)
種　目：マラソン 42.195㎞
　　　　ハーフマラソン 21.0975㎞

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　海外は17か国から48名、国内は162名、計210名の選手が出走。うちマラソン77
名、ハーフマラソン118名の計195名が完走した。
　スポーツを通じた障がい者の社会参加を促進するため、トップアスリートだけ
ではなく、重度の障がい者も参加できる本大会のさらなる充実を図る。区分

①第39回大分国際車いすマラ
　ソンの開催
　　　　　　　　　  25,000

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

8

パラリンピックふるさとアスリート強化事業

平成 30年度

予算 25,000

決算 25,000

予算 2,100

決算 1,952

強化指定選手数 参加した国内外大会
数障害者社会参加推進室

　東京パラリンピック開催を契機に、障がい者
スポーツのさらなる理解促進と普及・振興を図
るため、パラリンピックでメダル獲得が期待さ
れる県内選手の取組を支援するとともに、地域
における障がい者のスポーツ参加を促進する。

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　東京2020パラリンピック(令和3年度に延期決定済)出場を目指す選手を強化指定
し、海外の大会等への参加や強化合宿参加等、パラリンピック出場を積極的に支
援した。当初の事業目的を概ね達成したことから当該事業は終了する。
※令和2年度オリンピック開催を前提に事業を執行した。区分

①特別優秀選手の支援
　　　　　　　　　　 2,100
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